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1．は じめ に

　愛媛県南部の 大洲市を貫流 し長浜町 で 瀬戸 内海

に 注 ぐ
一

級河川の肱川 は，1995 年 7 月 3 日未明

よ り 4 日 の 午前中まで 梅 雨前線が も た ら し た 断続

的な豪雨に よ っ て，中流部の 盆地 で あ る大洲平 野

を中心 に 洪水氾濫を起 こ した 。 肱川 と そ の 支川 矢

落川 とに 囲 ま れ た 東大洲地区は遊水地と して の 機

能を持た さ れ て お り小規模な氾濫は 2 年 に 1 度程

度 生 じる状況 に あ るが，今回 の 洪水氾濫規 模 は

1970 年 （昭和 45 年）以来で あ っ た 。

　本報告 は，肱川治水 の 現況と今回 の 洪水 の 実態

を洪水直後 の 現地踏査 ， 新聞テ レ ビ等 の 報 道 お よ

び主 と して 建設省大洲 工 事事務所 の 資料 に 基 づ い

2．肱川の 概要 と治水対策の 経緯

　 2．1 肱川の特性

　肱川 は愛媛県南部 （南予）の 大 洲平野を貫流す

る一級河川 で あ っ て ，流 路延 長は 103km ，流 域

面積は 1，210km2 で あ る 。 流域の 形状は図 1 に 示

すよ う に 放射状 （扇状）で あ り，比 較的大 き な 支

川が流域 の 中央部で合流 し，盆地 で あ る大洲平野

に集ま っ て 急 に大河 と な る。 す な わち ， 肱川本川

は稲生川，黒瀬川，野井川，船戸 川 ， 河辺 川 な ど

の 支川か ら流れを集め，中山川 ， 田 渡川 の 水 を集

め た 小田川 と流域 の ほ ぼ中央で 合流 し大洲平 野 へ

流れ込 む。大 洲平野を貫流 した肱川 は 五郎地点で
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本速報 に 対す る 討論 は 平成 9 年 2 月末 日 ま で 受 け付 け る。
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図 1 肱川流域 の 概要

矢落川 と合流する が ， 五郎 か ら河口 の 長 浜間 は山

脚が 両岸 に 迫り峡谷の 様相を呈する 。 ただ，こ の

間に春賀，八多喜など の 平野部に 集落が形成 さ れ

て い る 。 中流域 が 盆地 で ， 下流域が狭窄部 と な っ

て い る特性 は規模こ そ 違 うもの の ，広島県 の 三 次

盆地か ら島根県江津 に流れ出す江 の 川に よ く似 て

い る 。 河口 は瀬戸内に あ る もの の 流域の一部 は太

平洋岸式気候区に 入 り，降雨は夏期 に 集中し ， 梅

雨前線や台風に よ っ て もた らされ，年平均降雨量

は 1，600−−2，000mm で ある 。

　2．2 過去の洪水災害と対策

　藩政時代 の 1688 年 （元禄元 年）か ら 173 年 間

の う ち 68 ヶ 年は 大 きな 出水で 氾濫 があ っ た とい

う記録が残 され て お り，明治以降 も被害 の あ る出

水 は 平均 2．5 年 に 1 回程 度発生 して い る 。 1943

年 （S18）7 月 に は大洪水に よ り大洲盆 地 に 大 氾

濫が起 こ り死傷者 131 人，流出家屋 554 戸，床上

浸水 6，940 戸な ど未曾有 の 被害が発生 した 。 引 き

続き 1945 年 （S20）9 月 の 枕崎台風に よ っ て 死傷

者 152 人，流出家屋 388 戸，床上浸水 7，229 戸 の

大被害が発生 して い る。こ の 時 の 最大 流量 5，000

m3 ／s が 観測さ れた既往最大流量 とな っ て い る 。

昭和 21 年以降大洲地点 で 2，000　m3 ／s 以上 の 大

出水 は今回を含め て 23 回 あ る が ， そ の 内で 大 き

い もの は 1954 年 （S29） 9 月 の 3，200 　m3 ／s ，

1965 年 （S40） 9 月 の 2，900　m3 　／　s ， 1970 年

（S45） 8 月 の 3200m3 ／s お よ び今 回 1995 年

（H7 ）7 月の 3，100　m3 ／s で あ る 。

　昭和 19 年か ら建設省に よ っ て 肱川 改修事 業が

着手さ れ た が，最初は 図 2 に 示すよ うに 大 洲市の

主要市街地 を輪中堤に よ っ て 洪水か ら守 る工事が

着手さ れ た 。
そ の 後，輪中堤方式か ら大洲地 区全

域を積極的に 防御す る大洲平野締 切り計画に 改修

計画 が変更さ れ，1963 年 （S38）度か ら改修工 事

が 行わ れ て き た。1995 年 （H7 ）3 月現在の 完成

堤防 は図 2 の 太線 で 示 さ れ て い る が ，五 郎地点か

ら河 口部ま で の 13km 区間の 80％ は堤防が完 成

して お らず，肱川本川 へ 合流す る 矢 落川 の 合流点

か ら上流左岸 600m も堤防が 築 か れ て い な い 。こ

の 600m 区間に築堤 しな い の は ， 五郎地点か ら河

口 まで の 堤防未完成部分 を守る た め，大洲平野 の

肱川右岸側の 遊水地機能を こ れまで 通 り保持す る

た め で あ る 。

　本川最上流域 に 野村ダ ム ，そ の 下流に 鹿野 川 ダ

ム が 存在 し，二 っ の ダ ム で の 洪水調節量 は 最 大

750m3 ／s で あ る 。 1973 年 （S48）に 改定 され た

大洲地点 の 基本高水流量 は 6，300m3 ／s ， 計画高水
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図 2　肱川下流部 の 堤防整 備状況

河川情報セ ンタ
ー 80007 工94 ］

図 3　天気図 （平成 7 年 7 月 4 日） 図 4　肱川流域 の 主 要雨量観測点と 等雨線 （3 日

　　 間総雨量）線図

流量 4，700m3 ／s とな っ て お り，そ の 差 1，600 　m3 ／s

を ダム 等で 調節す る予定 とな っ て い る 。 こ の 改修

計画に よ る と現存 す る二 っ の ダ ム の 調節量 を差 し

引 い た 850m3 ／s を調節す る た め の 新 た な ダ ム が

必要 と な る 。

表 13 日間雨量 お よ び総降雨量 の 比較
　　　　3日間雨量 （平 成7年7月洪水1
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図 5 大洲 地 点，小 田 地点 お よ び流域平均 の ハ イ エ トグラ フ

3，災害を もた ら した降雨 と出水状況

　3．1 降雨状況

　今回 の 豪雨をもた らしたの は梅雨前線 の 停 滞 で

あ っ た 。 山陰沖 に あっ た梅雨前 線が南下 し， 北 九

州 か ら北四国を横断 し東京を結ぶ線付近に 停滞 し

た （図 3）。
こ れ に 伴い肱川流域 で は 7 月 3 日未明

より降 り始め た強 い 雨は 4 日 の 午前 中ま で 断続的

に 降り続 き，午後に は雨足が弱 ま っ た もの の 5 日

朝 まで 降雨が続 い た 。 そ の 後 ， 梅雨 前線 は瀬戸 内

付近 に 停滞を続 け た が 6 日 に やや北上 して 活動 を

弱 め た 。

　図 4 に 示す本川 上流 の 東多田，野村，中流 の 大

洲お よ び支川小田川流域の小田および中山の 各雨

量観測点 に お ける ，
7 月 2 日か ら 4 日 ま で の 3 日

間雨量 を表 1 に 示 して い る 。 3 日間の 総降雨量は ，

大判山お よ び小田 で 300mm を超え，平野部 の 大

洲で の 降雨は最小で あ る が，そ れ で も 242mm で

あ る。過 去 1965 年 （S40）9 月お よ び 1970 年

（S45 ）8 月 も今 回 と同程度の 出水が記録 さ れ て い

るが，そ の時の 総 降雨量 も表 1 に 示 し て い る。今

回 の 降雨量 が異常 に 大 きか っ た こ と が認められる。

　 図 4 に は こ の 間 の 総雨量 に つ い て の 流域 の 等雨

量線図 も示 して い る が，ほ ぼ流域全域 で まん べ ん

な く豪雨が降 っ た こ とが わか る。

　 図 5 は大洲地点，小田 地点 お よ び流域全体 に お

け る 洪水が 発生 した 7 月 4 日 前後 の 時間降雨 の 経

時変化を示 して い る 。 洪水発生 直前 の 24 時間最

大降雨量 は大洲で 183mm ，小田 で 253　mm に も

達 して い る 。 また ，
60 分最大降雨量 は流域平均で

18mm ，大洲 で 26　mm ，小田 で 30　mm で あ る 。

　3．2　出水状況

　大洲第 2 水位観測所 （図 1参照）の 水位お よ び

流量 の 経時変化を図 6 に 示 して い る 。
7 月 3 日 の

午後 3 時頃指定水位 2．80m を超え た水位 は急上

昇 し， 午後 5 時 40 分頃警戒水位 3，80m を超え ，

午後 10 時頃警戒水位を 90c 皿 超 え た 4．70　m で

ピ ーク とな り，そ の 後やや低下する が 4 日 の 午前

（
E
轟
管

s）

図6　大 洲 第 2 地点 の 水位およ び流量 ハ イ ドロ グ

　 　 　 ラ フ
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3 時頃か ら再び 1：昇し始め，4 日の 午前 10 時 30

分 に は警戒水位よ り 2m 以上高 い 5．84m の ピー

ク水位を示 した 。 そ の 後水位 は徐 々 に 低 トし，午

後 8時頃丸 1 日ぶ りに警戒水位 を ド回 っ た。洪水

波形 は 2 っ の ピ ーク を 持 っ が，後 の 方 の ピ ーク流

量が特に大 きく，最大流量は約 3，100m3 ／s で あ っ

た。図 7 は 大洲平野直上流部 の 鹿野 川 ダ ム へ の 流

入量 とダム か らの放流量の 経時変化を示 して い る 。

最大流入量 1，021m3 ／s に 対 し放流量が 764m3 ／s

で 洪水量を最大で 257m3 〆s 低減 して い る。ま た，

最大放流量 は 776m3 ／s で あ るが，下 流 の 大洲地

点の 最大流量 3，100m3 ／s に 対 して 25％ で あ り，

残 りの 75％は小 出川 や 河辺 川 な ど鹿野川 ダ ム よ

り下流 の 流域 か らの 流出とな っ て い る 。 小田川流

域か ら の 流出が大 きか っ た こ とが今回の 出水 の 特

徴と い え る が，そ れ に 隣接す る越 水 し た 矢落川 自

体の流量も大 きか っ た こ とが推測 され る 。

流 量
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図 7　鹿野川 ダム に お け る流 入 量 お よ び 放流 量 ハ

　 　 　 イ ドロ グ ラ フ

4．災害の 実態

　 4．1　洪水被害 の 概況

　浸水 が 発生 した場所は図 8 に示す斜線部 で ， F

流 の 長 浜町 の
一

部 と大洲市の 平野部 で あ っ て ，特

に 大洲平野中央部 の 東大洲地区 で 広範 な 浸 水が生

じた。全浸水氾濫 面積 は 923ha で あ り，図 9 に

示す ように 住宅等の建物の床上浸水が 502 棟，床

下浸水 が 426 棟 の 合計 928 棟 の 浸 水被 害 が あ っ

た Q

　写真 1 （長浜町提供） は 下流 の 八 多喜 ・伊州子

地区の 洪水氾濫 の 様子を示 して い る が，堤防が締

切られ て お らず か す み堤とな っ て い る た め 堤内地
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図 8　肱 揖 沿川 の 浸水匿域
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図 9　 大洲市お よ び長浜晴 に お け る浸水被害状況
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写真 1　 八 多喜，伊州子地 区 の 洪 水 は ん らん 状況

　　　　（7 月 4 日，下流 か ら上流を見 る）

の 平野全体 に 遊水 して い る。

　写真 2 （建設省大洲 工事事務所提供）は，洪水氾

濫時の 4 日午後 4 時頃 の 東大洲平野の 状況を示 し

て い る が ， 国道 は不通 と な り，住民は ボートに よ っ

て 救 出 さ れ た 。

　写真 3 は洪水が 引い た 後 の 5 目 の 午前中の 様子

を示 して い る 。

　東大洲地区の 国道 56 号 が 冠 水 し通 行不能 とな
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写 翼 2 東大洲地区の 洪水 は ん ら ん 状況

　　　 （7 月 4 日）

り ，

バ ス 1 台を含む 100 台 の 卓が 1 日以 Eの 、佐ち

往生 を余儀な くされた。国道沿 い は商業地区 とな っ

て お り ， 床下の みな らず床上浸水 に よ っ て 人 きな

被害 が で た。国道か ら離 れ る と一
部 Ll場 が あ るが，

主 として農地 が広が っ て お り，取 り入 れ前 の 西瓜

等 の 作物 に 被害が 及 ん だ 。 農作物 と民家 の 浸水被

害金額 は約 28 億円 と報告 さ れ て い る が ， 工 場や

そ の 他事務所 の 被害 は そ れ 以 上 に な る も の と推定

され て い る 。 な お，支川 の 久米川の 合流点部お よ

び h流 の 菅 田地区等 で も主 と して 出畑 の 浸水が あ っ

た 。 また，大洲市の 菅田小学校 や肱東中学校な ど
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写 真 3　洪 水 はん らん 後 の 東大洲地区

　　　 （7 月 5 日）

南予 を中心 に小中学校 114 校が 休校 と な っ た
。

た

だ，今回 の 災吉で は 死傷者 や流失家屋 は全 くな か っ

た 。

　4．2　東大洲地区 の 被害状況

　7 月 4 日午前 5 時に，支流矢 落川 の 合流点 で 約

600　m に わ た っ て濁流が堤防を越 え東大洲地区へ

流入 し始め た 。 こ の た あ ，国道 56 号松 ケ 花 交差

点を は じめ，徳森 ・東大洲に か け て の
一

帯 は 4 日

朝 か ら浸水 し，一
面 が 湖 の よ う な状態 と な っ た 。

浸水 に よ り市内の 各所で 陸の 孤島が 出現 ，水深が

2〜3m に達 し ボ ー トで しか 行 き来 出来な い 所 も

出た 。 大洲地 区広域消防本部 は 消防隊員 を派遣 し，

住宅 や マ ン シ ョ ン に取り残 され た老人 や子 供，病

人 ら約 120 人 を ボ
ー

トで 救出 し，市民会館 な ど に

避難 させ た 。

　国道 で の 状況

　4Fl 午前 8 時 35 分 に 冠水 の た め 国道 56 号新谷一
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東大洲間 と大 洲道路全線 （東大洲・北只）間の 合計

6．8krn が全線通行止 め とな っ た 。 朝 の 通勤 ラ ッ シ ュ

と重な っ たた め 数十台 の 乗用車 や ト ラ ッ クな どが

立ち往生 した 。 お遍路回 りの 観光 バ ス の 添乗員 の

一
人 は，「み る み る水位が上が り，バ ス の 床上 数 セ

ン チ まで浸水 しエ ン ジ ン が停 1上tした 。 乗客 の 巾 に

は濁水を怖が っ て 悲鳴 を上 げ る 人 も い た が，み ん

な励ま し合い なが ら救助を待 っ た 。 乗客 は午後 3

時過ぎ に な っ て よ うや くボ ートに よ っ て 救出され

た 。」と証言して い る 。 近 くの 公民館へ 避難 した市

民 や ド ラ イ バ ー
は 266 人に上 っ た 。 国道 （新谷一東

大洲間）が 開通 し た の は 5 日の 午後 1 時 20 分，大

洲道路 （東大洲 一北只間 ）が 開通 した の は 5 日 の午

後 7 時で あ っ た D

　 JR の 状況

　4 日午前 4 時 47 分，JR 新谷・大洲間 の 線路が一

部冠水 し，列 車 の 運転 を停 tLした 。4 日 は 終 口

116 本の 列車が運休 した 。

　大洲記念 病院 （大洲市徳森）の状況

　 4 日午前 7 時 30分 に ユ階 フ ロ ア の 浸水 が始 ま

り，10 時頃に は机 が浮 き始 め，薬品 ・書類 が 水没

し，電源が切れ非常 灯ま で も消え た。午前 11 時

頃に は水は 1 階の 天井 の 高さまで 上 っ た 。 入院患

者 80 入，老人保健施設入所者 61 人 を含む 200

人が孤立し た た め，食料 ・飲料水が船で ピ ス ト ン

輸送さ れ た 。

　電気 ・ガ ス
・水道の状況

　浸水に よ り 4 日午前 10 時過 ぎか ら大洲市内 の

一部に送電が 出来な くな り ， 最大で 2，022 戸が停

電 した 。 4 日午後 8 時頃に は停電の戸数が 178 戸

に 減 っ た が，全面復旧 は 5 日の 午前 8 時 52 分で

あ っ た 。

　 ガ ス は 全世帯が プ ロ パ ン で あ るが ，ボ ン ベ の 被

害は ご くわずか で
一部水に 弱 い ボ イ ラ

ーに被害が

見 られた。

　上水道 に 被害 はなか っ たが，井戸 に 頼 っ て い る

一
部 の 病院で ポ ン プ が 水 を か ぶ っ て 故障 し，大 洲

市災害対策本部 に よ る給水を受け た 。

　災害後の 状況

　 5 日午前 6 時に松山地方気象台が 大雨洪水警報

を 38 時間ぶ りに解除 し た 。 朝 ま で 市内 3 カ 所に
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避難 して い た 99 人 は帰宅 で きた。 5 日 は朝か ら

伝染病の 発生 を防 ぐた め
， 大洲市 の 職員 9 人 と 陸

上自衛隊松山駐屯地の 隊員 40 人が 浸水地区の 消

毒作業を行 っ た 。

　な お，愛媛県は 5 日，大洲市 に 災害救助法 の 適

用 を決 め た 。 また，大洲市災害対策本部 は 5H 午

後 5 時現在で 取 り ま と め た家屋の 浸水状況 は床上

浸水 429 戸，床
一
ド浸水 299 戸 と発表 した 。

5，東大洲地 区治水の 課題

　今回 の 洪水で最大の 氾濫原とな っ た東大洲地 区

は，肱川本川 と支川矢落川 と に囲まれ る平 野 で あ

る 。 こ の平野 は下流 の 洪水防御の た め に遊水機能

を 受け持た さ れ て お り，図 2 に示 し た よ うに 矢 落

川の 左岸堤防が肱川 との 合流点か ら約 600m 区

間に 亘り築堤さ れ て い な くて ，大出水時 に は こ の

部分か ら肱川か ら の逆流水が越流する 。 こ の東大

洲地区 の 氾濫水は主と して 都谷川を通 し て 矢落川

に 排水 さ れ る 。

　矢落川 の 水位が東大洲地区内の水位よ り高 くな っ

た 3 日午後 3 時 30 分に ，都谷川本樋門 が全閉 さ

れたた め，地 区内 の 水位は河川水位 と並 行 して 上

昇 した 。 しか し， 河川 水位 の 上 昇 が早 く，4 日 の

午前 4 時 54分 に洪水が矢落川 左岸 未完成 堤 防 を

越え東大洲地 区に 流入 を始め，洪水が峠 を越 え た

午後 2 時 30分 頃 に な っ て よ うや く流入 が iヒま っ

た 。 東大洲地 区で は こ の 間午後 2 時に 最 高水位を

記録 した が，河川水位 の 低
一
ドに伴 っ て ，午 後 3 時

30分に樋門を開い たため ， 洪水は矢落川 へ 流出 し

水位低下が始ま っ た 。

　東大洲地区 は，そ の 中央部を横断す る国道 56

号沿い の 開発が急激に進ん で お り，資産 の 集積が

顕著で あ っ て ，遊水地機能を果た す もの として は

適当で な くな りっ つ あ る 。 今回 の 災害 で も見 られ

る よ うに 床上浸水が 多 い こ と か ら，地上 げ競争を

避け る た め に も ピ ロ テ ィ
ー住宅方式等 も取 り入 れ

た 総合治水対策 を す べ き と の 議論が あ る 。 しか し，

大洲市と して は，地方拠点地区 と し て こ の東大洲

地区に種々 の 施設を整 備す る計画を立 て て お り，

早急 に合流点の矢落川左岸の 築堤を行い 大洲平野

の 堤防に よ る締切 りを望ん で い る 。 た だ，こ の 区
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間を締切る た め に は下流 の 堤防な ど の 整備が 必要

で あ る 。 矢落川 合流点直下流部右岸 の 五郎駅前地

区 は地域全体をか さ上 げす る ミ ニ ス
ーパ ー堤防方

式 の 河川改修が な さ れ ， ま た 左岸 の 八 多 浪地 区 も

同様 の 改修が行わ れ今回全 く被害が な か っ た 。 し

か し， そ の 下流 の 春賀 ， 八多喜 ， 伊州子，豊中，白

滝 で の 堤防 の 築造は な さ れ っ っ ある もの の そ の 進

捗状況は遅 々 と して い る 。 東大洲地 区 の 治水 は，

そ こ か ら下流全体の 治水の 問題 で あ る と こ ろ に 難

し さ があ る 。

　建設省で は今回の 災害を 受 けて ，肱川 上 下流 問

で 治水安全度 の 均衡を と っ た対策 と し て平成 7 年

7 月洪水程度の規模 の 洪水（15 年 確率 ）に対 し て ，

肱川 ・矢落川 か ら の 越水 に よる家屋浸水を な くす

ため，未改修堤防を暫定的 に か さ上 げす る計画 を

立 て て い る 。 こ の 計画は，最 も被害 の 大きか っ た

東大洲地区に っ い て は肱川 ・矢落川合流部の 未改

修堤防を約 2m で 盛土し， そ の 下流 に お い て は 河

口 まで の 8 地区に つ い て ，また上流 の 1地区 に っ

い て 暫定築堤 を行う と い うもの で あ る 。 本計画 は

緊急性を要する こ と か ら，本年度か ら約 5 ケ 年 を

か けて 完成 させる激甚災害対策特別緊急 事業 と し

て 進め られ る こ とが決 ま っ て い る 。

　謝辞 ： 資料の 多 く は 建設省大洲工 事事務所 よ り

い た だ い た もの で あ る 。 貴重な資料 を快 く公表 し

て い ただ い た こ と に敬意 と謝意を表 す次第で あ る 。

（投 稿 受 理 ； 平成 7 年10月31 日

訂正稿 受 理 ： 平成 8 年 2 月 7 日）

6．おわ りに

　肱川 の 流域 は放射状を して お り，そ の 中央 部 に

位置する大洲平野に は洪水が集中する地形的条件

下 に あ る 。 今回は流域全体 に 豪雨が あ っ た こ とと，

洪水の 継続時間が比較的長か っ た こ と が，ピーク

流量 が ず ば抜けて 大きくな か っ た に もか か わ らず

東 大 洲 地 区へ の 洪 水量 を 増 大 さ せ ， 1970 年

（S45）以来 の 氾濫規模の 洪水を発生 さ せ た 。

　従来，遊水地と して の 機能を有 して い た 東大洲

地区が急激 に 開発 さ れ，また今後 大規 模 に 開発 さ

れ よ うとして お り，肱川全体の 治 水整備が 追い っ

か な い 現状が 浮き彫 り に された 。

　肱川 で は中流部流 域最大 の 都市大洲市を洪水か

ら守る こ とを最大 の 目的 に 河川改修が行わ れ て き

た 。 こ の た め，早急 に 下流対策を進 め る 必 要 に 迫

られ て い る とい え よう。
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